
 

 

       

３．今後に向けて 

 毎年、全国各地で、台風や集中豪雨等による浸水被害が発生しており、これまで

に経験したことのない豪雨により犠牲者が出るなど甚大な被害も発生しています。

岡山市においても、平成23年9月の台風12号では約4,600棟、平成30年7月豪

雨では約7,000棟が床上・床下浸水被害に見舞われました。いずれ、これを上回

る豪雨や浸水被害に見舞われるかもしれません。 

 一方、このような台風や集中豪雨等に対し、行政による河川や下水道整備等の

ハード対策のみで対応するには多大な時間と費用を要するなど、限界があります。 

 「施策ごとの行動計画」で触れた施策を総動員し、これを計画的に実行すること

で、「１-２ 将来の姿と当面の目標」等に示す浸水対策の目標を達成することを

目指します。 

 また、浸水対策を実施していく中で、環境や社会情勢の変化も起こりうることか

ら、以下のような視点も踏まえ変化に確実に対応しつつ、さらに効率的、効果的に

浸水対策を進めていくこととします。  

 

○ データの収集・蓄積と施設管理の高度化 

 気候変動等の影響により、近年、局所的な集中豪雨が増加する傾向にあり、

降雨の変化や浸水被害状況を正確に把握し、対策に反映することが重要です。

このため、下水処理場やポンプ場に設置された雨量計のデータ等の活用や正確

で詳細な浸水被害状況の把握に努め、適時、行動計画を見直すこととします。 

 加えて、最新の技術開発動向を踏まえ新たな技術も取り入れつつ施設の効率

的・効果的運用や自助・共助支援等にも活用していくこととします。 

 

○ 市民や事業者への広報 

 浸水対策の実現にあたっては、市民や事業者も重要な役割を担っています。

市民や事業者もそれぞれの立場でできることを積極的に実施していくために、

従来の広報誌やホームページでの広報活動に加え、市民や事業者が行う「自

助」「共助」を促進するため、様々な機会をとらえPR活動を強化します。 

 

○ 行動計画のフォローアップ 

 浸水対策を着実に推進するとともに、環境や社会情勢の変化に確実に対応す

るために、行動計画に記載した各項目の取組状況等について毎年度評価を実施

することとします。また、早期に効果が発現できる対策を実施しながら、段階

的にレベルを上げていくことも検討します。 

 

○ 第２次短期・中期目標の取り組み 

   第１次短期計画 (H30～R4）に達成した成果（図１－３－1）を鑑みなが

ら、第２次短期・中期目標を確実に達成できるよう浸水対策に取り組みます。 
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図３－１ 浸水対策全体のロードマップ 
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